
　令和５年４月１日から、マスクの着用は個人の判断に委ねられ、通常とは異なる生活を余儀なく

された、新型コロナウイルス感染症による影響も落ち着きを見せ、帯広畜産大学においても、以前

の活気ある姿を少しずつ取り戻しているところです。　 

　昨年は、制限がある中でも「オープンキャンパス」、「寮祭」や「畜大祭」、「ちくだいホームカミング

デー」などのイベントを3年ぶりに開催することができました。これらのイベントでは、参加者と学

生・教職員が実際に顔を合わせて共に楽しむ様子が見られ、大学構内は大いに賑わいました。ま

た、教育の面では、10月から２年半ぶりに完全対面授業を再開させることができました。 

　しかしながら、今日の社会状況は、決して平穏とは言えません。他の感染症の脅威や、農業・酪農

に関しては様々な背景から危機的な状況も見られます。「生産から消費まで」一貫した環境が揃う

十勝に位置する本学のミッションは「知の創造と実践によって実学の学風を発展させ、『食を支え、

くらしを守る』人材の育成を通じて、地域及び国際社会に貢献すること」です。今後も北海道国立

大学機構の一員として、異分野融合の取り組みを三大学で協力して推進するとともに、社会の要

請に応えることのできる農学系「グローバル人材」を育成します。
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　令和５年4月15日（土）～16日（日）に「G7札幌　気候・エネル

ギー・環境大臣会合」を記念し、札幌ドーム（札幌市）で開催された

北海道最大級の環境・SDGsイベント「環境広場ほっかいどう

2023」に北海道国立大学機構が展示ブース及びステージイベントで

参加しました。

　本学からは、生命・食料科学研究部門の西田武弘教授がステージ

イベントに出演し、「ウシのゲップのメタンを減らし地球温暖化を防

ぐ」と題して、学生を生徒に見立てた模擬授業形式で研究紹介を行

いました。

　「とかち酒文化再現プロジェクト」は、十勝の新たな食文化・食産

業の創造と関連産業の振興に向け、十勝で育てた米と十勝のおいし

い水で十勝の日本酒をつくることを目的として、平成22年に開始さ

れた産学官・農商工・金融の連携プロジェクトで、帯広信用金庫を中

心に、生産者や酒造メーカー、関連団体、行政機関とともに実施さ

れています。

　本学は、酒米栽培の初年度から本プロジェクトに参画しており、プ

ロジェクト内の酒造好適米研究部会の一員としても関わっています。

　令和4年には上川大雪酒造株式会社が連携機関に加わり、本学構

内に設置された酒造「碧雲蔵」

が醸造を担うこととなり、生産

から醸造までオール十勝産の

「十勝晴れ」が完成しました。

▲牛に扮して研究紹介を行う西田教授 ▲完成した日本酒「十勝晴れ」

▲新施設で実施した「搾乳体験」

▲新牛舎内観の完成イメージ

　畜産フィールド科学センターの新しい牛舎・搾乳舎が完成し

ました。

　同センターは建設後48年が経過し、建物基本性能の低下や

老朽化が著しく進行しているため、センター全体の段階的な再

開発により、施設群の集約化を行うことで、安全で機能的な教

育研究施設とすることを目的としています。

【 新施設のコンセプト 】

●様々な機能を持つ施設群を徹底的に集約化し、機能別にゾー

ン配置するとともに．様々な先端畜産技術を駆使すること

で、機能性の充実と作業効率及び衛生管理を強化し、将来を

見据えた「次世代教育モデルファーム」として計画

●省エネや太陽光発電による創エネを導入し、ZEB（ネット・

ゼロ・エネルギー・ビル）の認証施設として環境に配慮した

施設

●搾乳設備の更新や自動給餌機導入による自動化などにより、

作業の省力化を図る

●多様な学生・研究者や異なる研究分野、地域・産業界との

「共創」の促進等により、教育研究の高度化・多様化・国際

化、地方創生や新事業・新産業の創出に貢献する「イノベー

ション・コモンズ（共創拠点）」の一役を担う

　今後は夏頃に新牛舎へ牛が移動し、秋頃に機械等が搬入され

る見込みです。令和５年７月29日（土）に開催された令和５

年度オープンキャンパスでは、新施設を活用して「搾乳体験」

が実施されました。

畜産フィールド科学センター新牛舎・搾乳舎が完成

「環境広場ほっかいどう2023」に
参加 オール十勝産の「十勝晴れ」が完成



　令和4年11月2日（水）～6日（日）に三木ホースランドパーク（兵

庫県）で開催された全日本学生馬術大会2022の第65回全日本学

生賞典総合馬術競技大会において、本学馬術部が団体成績で19年

ぶりの表彰台となる第3位に輝きました。

　全日本学生馬術大会2022では、障害馬術、馬場馬術、総合馬術

の3大会が行われ、全国から24大学（うち団体出場は14大学）、69

人馬が出場しました。このうち、総合馬術は障害馬術・馬場馬術・ク

ロスカントリーの3種目により競われる競技です。

　馬術部主将の小野瀬さんは、団体成績について「これまで、団体

成績は4年連続で第4位

だった。今回第3位を獲れ

たのは、自分たちの努力も

あるが、先輩方がトレーニ

ングしてきた優秀な馬たち

が残してくれた結果だと思

う」と喜びを語りました。

　令和4年7月30日（土）及び7月31日（日）に、令和4年度オープン

キャンパスを開催しました。

　3年ぶりの対面開催となり、高校生や保護者等、多くの参加者が本

学を訪れ、2日間合わせて1,339名が来場しました。

　動物診療施設や食品加工実習施設、学生寄宿舎等の見学やキャン

パス自然観察ツアーのほか、最新トラクタ・ドローンの操縦体験、馬と

の触れ合い体験、牛の搾乳体験など、13の施設見学・体験ツアーを

実施しました。また、各ユニットによる展示ブースや、入試や学生生活

の相談コーナーなども設

けられ、参加者は様々な企

画や展示を通して、本学の

特色ある教育研究につい

て体感しました。

　なお、令和５年度オープ

ンキャンパスは令和５年７

月29日（土）に開催し、約

1,000名が来場しました。
▲原虫病研究センターの展示ブースで
　教員の説明を聞く参加者

▲長澤学長（前列中央左）、山田敏明学生後援会会長（前列中央右）、
　福島副学長（後列左）、関係教員と表彰を受けた学生

▲競技の様子

　令和5年2月24日（金）に令和4年度学生表彰（課外活動）

表彰式を実施しました。学生表彰は、学業において優れた成果

を上げた学生や、課外活動において顕著な活躍をした学生及び

学生団体を表彰するものです。

　今回、3年ぶりに対面形式での表彰式の実施となり、欠席者

を除く、1団体及び個人8名の表彰者が出席し、長澤学長によ

る表彰状の授与・山田敏明学生後援会会長による記念品の贈

呈が行われました。

令和4年度学生表彰（課外活動）表彰式を実施

オープンキャンパスを3年ぶりに
対面開催 馬術部が団体で19年ぶりの表彰台
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第65回全日本学生賞典馬術競技大会において、団体第3位の
成績を収めた。

第14回全日本大学対抗ミートジャッジング競技会（Web開
催）において、第2位の成績を収めた。

日本畜産学会による国際会議優秀発表賞を
受賞した。また、第130回日本畜産学会にお
いて、English Presentation Awardを受
賞した。

日本土壌肥料学会（2022年度）において、
若手ポスター発表優秀賞を受賞した。

第54回日本蜘蛛学会において、学生発表賞
を受賞した。

令和4年度日本育種学会・作物学会北海道
談話会（Zoom開催）において、優秀発表賞
を受賞した。

令和4年度北海道獣医師会地区学会におい
て、日本小動物獣医学会（北海道）の奨励賞
を受賞した。

令和4年度日本育種学会・作物学会北海道
談話会（Zoom開催）において、奨励賞を受
賞した。

第16回全農学生「酪農の夢」コンクール
（全国農業協同組合連合会主催）におい
て、優秀賞を受賞した。

第58回北日本学生馬術大会学生賞典総合
馬術競技において、優勝した。
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畜大サテライトブースにて
「空飛ぶ鳥のつばさ展」を公開

　おびひろ動物園内に設置されている畜大サテライトブースにて、新

たに「空飛ぶ鳥のつばさ展」の展示を公開しました。

　新たな展示では、十勝に生息する野鳥の翼標本を展示し、鳥のつば

さのしくみについて紹介しています。また、実際に触ることができる

エゾフクロウの翼標本や、組み立てながら翼の構造を学べる「つばさ

パズル」など、体験型の展示コーナーも充実しています。パネル展示で

は、同園で飼育されている鳥たちの様々な色や形の羽根を間近で観

察することができます。

ダイバーシティ研究環境の構築を推進
　帯広畜産大学ダイバーシティ推進室では、「全ての教職員が働きやすい環境の構築」を目標としており、特に女性・若手教員の育成、女性教員が

活躍できる環境の整備を進めています。令和４年度に採択された補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」

において、様々な支援制度を設け、重点的に取り組みを実施しています。

　「生え抜きキャリアパス制度」は、本学の博士課程修了者を特任助教として採用する制度で、「高い女子学生比率」「地域志向の学生の多さ」とい

う本学の強みを生かした制度となっています。このほか、家庭事情に応じた就職支援を行う「パートナー就職支援制度」や、「上位職女性教員の積

極的登用」などの支援制度を構築しています。

　これらにより、地域志向の若手研究者を育成し、上位職までのキャリアパスを支援することで、女性比率・上位職比率の向上を図ります。

大学紹介動画
「畜大の一年 ～春夏秋冬～」を公開
　帯広畜産大学公式YouTubeチャンネルにて、大学紹介動画「畜大

の一年 ～春夏秋冬～」を公開しました。

　各種式典やオープンキャンパス、寮祭・畜大祭といった帯広畜産大

学の一年間の行事・イベント等について、四季の様子とともに紹介し

ております。

　本動画は、以下の二次元バーコードからご視聴いただけます。

　今回公開した動画を含む、大学紹介動画をまとめた再生リスト「大

学紹介シリーズ」もあわせてご覧ください。

▲十勝管内の野鳥や園内で飼育されている鳥の部分標本

▲ダイバーシティ研究環境実現のための支援制度を構築 ▲ダイバーシティパンフレットを作成

▲畜大の一年
　～春夏秋冬～

▲大学紹介シリーズ
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